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９月１５日～２１日

敬老の日　老人福祉週間

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
。
ま
た
、
こ
の
日

か
ら
一
週
間
は
「
老
人
福
祉
週
間
」
で
す

。

い
ま
わ
た
し
た
ち
の

町
に
は
、
六
十
五
歳
以
上
の

お
年
寄
り
が
、
四
月
一
日
現
在
で
千
七
百
十
三
人
い

ま
す
。
高
齢
者
の
割
合
は
、
町
全
人
口
の
一
四
％

強

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
高
齢
者
の
比
率
は
増

え
る
一
方
に
あ
り
ま
す
。

お
年
寄
り
は
、
こ
れ
ま
で
永
年
に
わ
た
っ
て
社
会

に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
長
寿
を
心
か
ら
お
祝

い
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
今
日
ま
で
つ
ち
か
っ
て

き
た
知
識
と
経
験
を
社
会
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。

長
い
老
後
を
ど
う
生
き
る
か
｜

”
人
生
八
十
年
”

時
代
を
む
か
え
て
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
真

剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

町
の
老
人
福
祉
対
策

◆
一
人
暮
ら
し
、
寝
た
き
り
お
年
寄

り
の
た
め
に

わ
た
し
た
ら
の
町
に
は
、
Ｍ
爿

。

卜
現
在
で

。
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
か
瓦
卜
人
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄

り
か
四
卜
八
人
お
り
ま
于
　
こ
れ
ら

の
力
々
に
は
家
庭
奉
什
八
制
心
（
ホ

ー
ム
へ
ｙ
（

Ｉ
）
、
特
殊
寝
台
の
貸

－
）
出
し
、
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

◆
老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療

医
療
保
険
各
制
度
の
加
人
抒
の
う

ら
、
Ｌ
卜
歳
以
Ｌ

の
包
从
及
び
六
卜

瓦
歳
以
Ｌ
Ｌ
卜
歳
末
滿
の
寝
た
き
り

老
卜へ
な
ど
に
っ

い
て
は
．
加
人
し
て

い
る
医
療
保
険
の
陸
療
給
付
の
対
象

か
ら
は
ず
さ
れ
、
老
人
保
健
制
心
に

よ
る
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

◆
敬
老
祝
金
の
支
給

隘
乍
九
ｕ

、
満
ぺ
１
歳
以
Ｌ
の
万

に
町
か
ら
敬
老
祝
企
五
ｒ

円
を
差
し

Ｌ
げ
て
い
ま
す
。
な
お
、
ハ

ー
虻
歳

以
Ｌ
の
方
に
は
、
県
か
ら
も
五
千
川

か
贈
ら
れ
ま
す
・

◆
敏
老
会
を
実
施

町
で
は
、
お
年
寄
り
の
長
寿
を
睨

福
す
る
た
め
に
、
九
月
卜
目
、
町
民

体
介
館
で
敬
老
会
を
閧
催
し
ま
し
た
．

敬
老
公

に
は
、
町
内
の
六
卜
『
血
歳

以
Ｌ
の
か
瓦
．白
ペ
ト
二
人
が
川
席
し

ま
し
た
．

な
お
、
こ
の
席
Ｌ
、
数
え
年
ハ
ト

歳
に
な
ら
れ
た
藤
田
勝
衛
さ
ん
（
穴

町
北
）
ほ
か
六
十
二
人
の
方
に
記
念

品
（
座
布
団
）
を
お
附
り
し
ま
し
た
．



付番寿長老敬



国土調査はじ まる

国
見
町
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
十
年
間
の
予
定
で
、

国
土
（
地
籍
）
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
土
地
の
国
勢
調
査
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
。
法
律

の
定
め
に
基
づ
い
て
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
財

産
で
あ
る
土
地
を
正
し
く
管
理
す
る
た
め
に
是
非
必
要
な
調
査

で
す
の
で
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

国
土
調
査
の
目
的

我
が
国
は
、
上
地
が
狭
く
、
限
ら

れ
た
土
地
が
実
際
に
は
．
明
確
に
わ

か
っ
て

い
な
い
の
が
実
情
で
す
．

こ
の
た
め
に
、
自
分
の
上
地
に
家

を
建
て
よ
う
と
し
た
り
．
売
ろ
う
と

し
た
が
境
界
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
、

お
じ

い
さ
ん

が
持

っ
て

い
た
Ｌ

地

が

あ
る
の

で

。
現
地

に
吁

っ
て

み
た

が

ど
こ

か
わ

か
ら
な

か

Ｉ
た

と
か
、

災

害

に
よ

っ
て
Ｌ

地

が

わ
か
ら

な
か

っ

た
り
、

位
武

が
変

わ

り
で
し

ま

っ
た

と

い
う

こ
と

に
つ

な

が
り
、

あ
な

た・

の
き

服

な
財

産
で

あ
る

土
地

に
対
し

て

、
公
共

嘔
裳

の
実

施

や
、
住

氏

ど

お
し
の
闘

で

、
境
界

紛
争

な

ど
多

く

の
ト

ラ

ブ
ル
発

生
の

原
閃

と
な

っ
て

い
ま
す

。

人

に
戸
籍

が
あ

る
よ

う

に
、
ｔ

地

に
も
上

地
の
戸

籍

｛
地
番

、

地
川

、

面

積
、
所

有

耆
‥
｝
が
あ

り
、
一
」れ
を

地

籍

と
。言
い
、
笹

記
所

の
土

地
登
記

簿

及
び

、
備

え
付

け
の

地
図

（
字
限

図

）
に
記
載

さ

れ
て
初

め
て

、
土
地

に
関
す

る
様

々

な
権
利

傑
護

が
は

か

ら
れ
て

い
ま

す

。

と
こ

ろ
が

、
現

在
の

土
地

登
記

簿

及

び
地

図
は

、
明

治
初

期
の

地
柤

改

正

に

際
し
て

作
成

さ
れ

た
も

の
で

、

当

時

の
未
熟

な
測

眦
技

術

に
よ
り

、

急

い
で

作

ら
れ

た
も
の

で
、
当

切

か

ら
現
地
と
合
致
し
て

い
な
か
っ
た
た

め
、
長

い
年
月
を
縫
て
、
土
地
現
況

の
移
り
変
わ
り
に
よ
・つ
て
、
現
地
と

異
な
り
、
面
積
も
違
っ
て

い
る
な
ど
、

土
地
の
実
情
を
必
ず
し
も
正
確
に
反

映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
上
地
の
位
置
、
境
界
は
、

先
咀
代
そ
言
い
鞋
が
れ
て
き
た
も
の

が
多
く
、
こ
の
間
に
間
違

り
た
情
報

と
な
り
、
忘
れ
ら
れ
た
り
し
て

い
る

も
の
で
す
。
こ
の
様
な
理
由
に
よ
り
、

土
地
に
か
か
わ
る
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル

が
起
こ
る
わ
け
で
、
こ
れ
ら
を
防
ぎ
、

国
十
の
開
発
及
び
保
全
、
並
び
に
利

川
の
高
慶
化
に
資
し
、
合
わ
せ
て
、

地
籍
の
明
確
化
を
図
る
た
め
、
国
土

（
地
籍
）
の
実
態
を
総
合
的
に
調
査

す
る
の
が
、
国
土
（
地
籍
）
調
査
で

す
。

‘

Ａ三 角点（ 森山地内）

地

籍
調
査
と
は

．
つ

↓
つ
の
土
地

（

一
筆
地

）
に

つ

い
て
、
あ

ら

か
じ
め

隣
地
所

有
者

と
立

ち
会

い
の
う

え
で

、
一
筆

ご

と

に
境
界
杭

を

打

っ
て

い
た
だ
き

、
そ

れ
に
基

づ

き
、
土
地

所
有

者
立

ち
会

い
で
、
そ

の

土
地

の
筆
界

、
所

在
、

地
番

、
地

目
、

所
有

者

に
つ

い
て
、

調

査
、

確
認

し
ま
す

．

次

に
、
近

代
的
測

量
方

式

に
よ

り
、

国
土

地
理
院

が
設

け
た
測

鼠
の

基

準

点
（

幕
本
一
．
．角
点

と
言

い
ま

す
Ｊ

を

基

に
し
て
．

土
地

の
筆
界

（
杭

）
を

一
筆

ご
と

に
、
土

地
が

地
球
上

の

ど

こ

か
を
経
緯

度

に
閲

連

づ
け

て
測
定

し
、

新
し
く
正

確

な
地
図

（
地

籍
図

）

を
作

り
ま
す
．

ま

た
、

．
筆
ご

と
の

調
査

と
測

量

の
結

果
を

と
り
ま

と
め
て

簿
冊

｛

地

籍
簿

｝
を
作

り
ま

す
．

こ

の
地
籍
図

と
地

籍

簿
は
作

成
纔

、

そ
の

成
米

に
誤
り

が
な

い

か
ど
う

か

一
一
卜
日

間
の
閲

覧

に
供
し

ま

す
の
で

、

土
地

所
有
者

の
皆

さ
ん

に
兄

で

い
た

だ

い
た
後
、

県
知
夲

の
認

証
を

受

け

る
こ

と
に

な
り
ま

す
．

こ

れ
に

よ
り
．

一
定

の
納
度

と
証

明

さ
れ
る

と
、
そ

の
写

し
が

登
記
所

に

送
付
さ

れ
、
登
記

所

は
、

地
籍

図

は
字

眼
図

に
、
地

籍
簿

は
土
地

登

記

簿

に
代

っ
て

改

め
ら
れ

る
こ

と

に
な

り
ま

す
．



地

籍

調

査
の

効

果

は

こ
の
よ
う
に
、
地
籍
調
査
の
結
果

は
、
登
記
に
反
映
さ
れ
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
土
地
は
、
永
久
に
正
し
く

保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
土
地
の

権
利
の
明
確
化
に
役
立
つ
ほ
か
、
具

体
的
に
は

一
、
公
共
土
木
、
土
地
改
良
、
都
市

計
画
な
ど
に
お
い
て
、
経
費
と
時

間
の
節
約
が
で
き
、
用
地
買
収
な

ど
土
地
の
売
買
を
行
う
場
合
、
図

上
で
簡
単
に
合
理
的
な
精
度
の
高

い
計
画
及
び
交
渉
が
で
き
る
。

二
、
境
界
及
び
面
禎
の
調
査
に
よ
り
、

正
確
な
地
腎
図
が
で
き
る
た
め
、

境
界
の

復
元

が
容
易

に
で
き

、
土

地
の

権
利

関
係

が
明

確
に

な
り
、

将
来

の
境
界

粉
争

予
防

の
手

段

が

得
ら

れ
、
所

有
権

が
確

実

に
保
護

さ
れ

る
。

一
二
、
土
地

の
正

確
な
地

目

の
調

査
と
、

面

禎
の
測

定

が
行

わ
れ

る
結
果

、

税

金
、
水

利

費
な

ど
の
負

担
の

公

平

化
が
図

れ

る
。

四

、

現
況

に
よ

る
調
査

に
よ
り

、
分

筆

に
つ

い
て
は

、
所
有

者
同

意
の

う
え

分
割

膺
査

の
条
件

（
土

地
の

一
部

が
別
地

目

と
な

っ
て

い
る
場

合

な

ど
）

に
合
致

し
て

い
る

も
の

や
、
合

筆

に
つ

い
て
は

、
合

筆
し

よ
う

と
す
る

土
地

の
所
有

者

と
地

目

が
同

一
の
場

合

な
ど
、

禁
止

事

項

（
所
有

権
以

外
の

登
記

事
項

が

あ

る
場
合

な
ど

）
以
外

の
土

地

に

つ

い
て
、

希
望

が
あ
れ

ば
、

ほ
と

ん
ど

無
償
で

、

簡
単

に
登
記

が
で

き
ス
ー

五

、
公
共

事
業

の
未

登
記

処
理

や
、

所
有

財
産
の

確
認

整
理

な
ど

、
土

地
行

政
全

般
の
合
理

化

。
効
率

化

が
図
れ

る
。

こ
れ
ら
が
、
地
籍
調
査
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
効
果
で
す
。

※
な
お
、
地
籍
飼
査
の
目
的
達
成
の

た
め
、
具
体
的
な
綢
粢
内
容
に
つ
い

て
は
、
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、
ご

説
明
い
た
し
ま
す
。



な く し まし ょ う

～ 一斉公開パトロールを実施します～

建
築
物
を
建
て
る
と
き
に
は
、
建
築
基
準
法
や
都
市
計
画
法

に
よ
る
い
ろ
い
ろ
な
制
限
が
あ
り
ま
す
。

専
門
的
な
知
識
は
、
建
築
士
や
工
務
店
な
ど
に
ま
か
せ
る
と

し
て
も
、
建
築
主
と
し
て
ぜ
ひ
知
っ
て
お
い
て
欲
し
い
事
柄
が

あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く
お
読
み
い
た
だ
き
、
違
反
建
築
の
な
い

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
建
築
確
認
申
請
が
必
要
で
す
．

都
市
計
画
区
域
内
（
国
見
町
の
山

間
部
以
外
の
大
部
分
の
地
域
）
で

は
役
場
経
由
で
福
島
県
に
申
誚
し

ま
す
。
た
だ
し
、
1
0㎡
ま
で
の
増

築
、
改
築
、
移
転
は
い
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
「
建
築
物
」
と
は
、
上

地
に
定
着
す
る
’亠

作
物
で
、
屋
恨

が
あ
り
、
柱
ま
た
は
壁
が
あ
る
も

の
を
い
い
ま
す
。
基
礎
が
な
い
か

ら
い
ら
な
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
２

ｍ
を
越
す
擁
壁
は
、

工
作
物
確
認
申
謂
が
必
要
で
す
。

◆
４
ｍ
以
上
の
道
路
が
あ
り
ま
す
か
。

建
物
敷
地
は
、
原
則
と
し
て
４
ｍ

以
上
の
幅
員
の
道
路
に
２
ｍ
以
上

接
し
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
４
ｍ
未
満
の
道
路
で
建

物
が
立
ち
並
ん
で

い
る
道
路
の
場

合
は
、
県
が
指
定
す
れ
ば
。
中
心

か
ら
２
ｍ
の
位
置
ま
で
後
退
し
た

線
を
道
路
と
の
境
界
線
と
み
な
し

て
建
築
が
で

き
ま
す
。

◆
敷
地
が
農
地
の
と
き
は
転
用
手
続

き
が
必
要
で
す
．

農
業
委
ｎ

会
で
転
川
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
敷
地
が
｢
ガ
ケ
地
」
の
と
き
は
安

全
の
措
置

が
必
要
で
す

高
さ
が
２

ｍ
以
ｈ

、
こ
う
配
が
3
0

以
上
の
斜
面
が
あ
る
「
が
ヶ
地
」

の
敷
地
で
は
、
擁
聖
を
蓁
い
た
り

ガ
ケ
よ
り
離
し
て
建
築
す
る
な
ど

の
措
置
が
必
要
で
す
。

▲整然とした町 並み(驛田地区)

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

九
月
九
日
献
血
協
力
者
（
敬
称
略
）

・
．
一

般

協

力

・

八

島

富
　
一

市

川

公

・ｙ

葡

地

乢

’ｆ

八
　
嶋

悦

Ｆ

菊

地

光

ｆ

陥

尾

和

ｆ

吋

Ｌ

美
紀
ｆ

伊

咀

芳

．Ｆ

鈴

木

弘

明

佐

藤
　
７
　
二

宍

．尸
　
刈

ｆ

氏

家

長

占

阿

部

洋
　
一

叭

野

鳧

衵

与

島

明

美

八

鳥

加

子

鳥

橋
　
　

力

沢
　
囗
　
拝

．ｒ

寺

島

美
代
ｆ

稲

村
　
ヨ
　
ソ

松

浦

析
　

．

斎

藤
　
ヒ
サ
ｆ

安

達

は
？
ｒ

鳥

鴣

牋

美

佐
々
木

義

蔵

蚣

柚

ｒ

岐

内

村

ｇ

美
．ナ

鳥

橋

升
チ
・ｔ

松
　
Ⅲ
　
と
も
ｆ

鳥

橋

直

１

寺

島

弘

ｆ

’・『
国

見

ガ

ス

住

宅

設

爾

。

藤

川

鵬

ム」

良

山

政

弘

八

巻

ｆｒ
代
予

鈴

木

膚

茂

ｙ
謄
商
穽

遠

４

よ
し
い

谷

津
　
ひ
ろ
み

松

浦

哲

雄

片

平

雪

子

菊

地

元

子

遠

藤

思
美
ｆ

鴨

Ⅲ

芳

子

山

内

俊

子

佐

藤

美
恵
子

謙

翕
　
　

卒

片

平

奈
笑
子

．

條

由

美
子

本

田
　

タ
キ
’ｔ

・
、
藤

田

郵

便

局

）・

岩

城

恭

郎

村

上

永
　
一

一一
－

田

小

学

校

一
｝

大

竹

秀

男

畑
　
　

徳

祐

上

石

徐

子

福

原

芳

子

佐

藤

喜

夫

角

田

栄

子

佐

藤

文

子

宍
　
一
尸
　

ヤ
　

エ

、
卵

墺

中

学

校

池

Ⅲ

光

雄

小

林
　
一
　
彦

国

片

信

子

干

葉

哇

「
ｒ

中

Ⅲ
　
幸

司

安

Ⅲ

由
奨
子

池

田

昨

子

松

浦

利

肢

（

国

見

町

農

協
一
）

松

洲
　
　

宏

膏

野

脾
一
郎

人

波

建
　
一

占

川

キ
　
ミ

佐

藤

久
笑
子

鴨

Ⅲ
　
苒

斤

菊

地

冨
紀
予

熊

坂

々
入

男

并

眇

弃
代
子

佐

藤

す
み
’ｒ

Ｅ

手
　
　

淳

小
早
川
　
　

隆



違反建築を
10月11日～17日 違反建築防止週間

◆
建
ベ
イ
率
と
容
積
率
の
制
限
を
涓

た
し
て
い
ま
す
か
．

建
築
面
積
の
敷
地
面
積
に
紂
す
る

割
合
（
＝
建
べ
い
宰
）
、
延
べ
面

槓
の
敷
地
面
禎

に
対
す
る
割
合

（
Ｉ
容
積
平
）
の
上
限
が
用
途
地

域
等
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
こ
れ
ら
の
数
値
以
下
で
建
築

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

建ぺい率と容積率
ｊ％ぐ

地　　　 区 建べい率 容 積 率

市

街

化

区

域

第１哺住刄地域 ４０ ６０

第２榁住I喞皀域 ６０ ２００

注　居　地 域 ６０ ２００

近隣 商 裏地 域 ８０ ２００

凖 工 業 地 域 ６０ ２００

工　裳　地 域 ６０ ２００

巾 街 化 調 整 区 域 ７０ ４００

◆
市
街
化
区
域
内
は
、
住
居
地
域
な

ど
六
つ
の
用
途
地
域
に
区
分
さ
れ

て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
ご
と
に

建
築
で
き
な
い
賦
物
が
あ
り
ま
す
『

た
と
え
ば
、
住
居
地
域
に
は
映
画

館
や
規
模
の
大
き
い
工
鳩
な
ど
は

建
築
で
き
ま
せ
ん
．

◆
市
街
化
調
整
区
域
で
の
制
限

こ
の
区
域
は
、
市
街
化
を
抑
制
す

べ
き
区
域
な
の
で
、
原
則
と
し
て

農
林
漁
業
旧
の
建
物
又
は
こ
れ
ら

の
窺
務
を
営
む
人
の
住
宅
し
か
析

た
に
建
築
は
で
き
ま
せ
ん
。
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
な
ど
の
住
宅
は
。
敷
地

と
な
る
土
地
が
た
と
え
、
地
目
が

宅
地
で
あ
っ
た
と
し
て
も
新
築
は

で
き
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
農
家
の
分
家
な
ど
は
一

定
の
条
件
が
整
え
ば
開
発
井
可
や

趣
築
升
可
を
受
け
て
町
能
で
す
。

以
ｈ
、
建
築
す
る
際
に
守
る
ぺ
き

要
点
を
あ
げ
ま
し
た
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
こ

と
は
。
家
を
建
て
る
た
め
に
土
地

を
購
人
す
る
場
合
な
ど
参
考
に
な

る
と
思

い
ま
す
。
巾
街
化
調
餓
区

域
内
の
土
地
を
購
入
し
た
が
、
住

宅
を
建
て
ら
れ
な
く
て
、
困
っ
た

な
ど
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
に
注
意
願
い
ま
す
。

用途地域内の建築制限の例

謡/ 川途地域芒_
-･橦

ｔＳ

;榜

Ｅ憚
ｔ哢

近隣

商 袰

喞 工

裏
工 業

料 理 店・劇　 鳩 × Ｘ × Ｃ ×

原動機を使
川する工

場でSO㎡を越える
○ ０ ○

引人性容剤を用いる
ドライクリ ーニング

× × ○ ○

ホ テ ル・旅　 館 Ｘ Ｘ Ｃ ○ Ｃ

パ　
チ　ン　コ　鴨

マ ー ジ ャ ン 店 ○ ○ ○ ○

《
東
京
エ
ン
ゼ
ル
国
見
工
場
）

石

塚

勝

葵

人

内

邦

子

仲

野

京

子

波

訛

千
思
子

菊

地

由

葵

大

関

正

子

（

商

工

会

員

．

蠅

川

辰

也

鳥

鳴

敏

人

載
海
林

忠

雄

高

鳴

良
　

．

黻
海
昧

ｗ
ｍ

ｆ

松

浦

惣

松

浦

政

光

乗
　
　

渭

占

………

ハ

ード

佐
久
間

卍

男

小

紫

舂

唯

人

内

參

．卜

斎

藤

正

美

咄

江

博

典

佐

藤

刊

狄

朽

木

好

秋

占

Ⅲ
　

と
き
子

係

林

也

助

ｆ

沢
　
　

豊

曹

野

昭

雄

斎

藤

硯

雛

阿

部

節

ｆ

佐
久
間
　

コ
　

ーｆ

紺

野

恵

・
Ｌ

菊

地

多
美
子

杷

苅
　

栄

治

人

麗

忠
治
郎

一

見
町
役
鳩

占

Ⅲ

輝

雄

安

川

博

．．
、

着

野

倫

朗

引

地

山

鬨

菊

地

弘

美

佐

鱗

皃

成

渋

谷

康

弘

古

川

恵

ｆ

松

川
　
き
よ
汪

佐

蕕

敦

予

人

波

正

子

渋

谷

和

牟

佐

藤

弘

利

佐
久
川
　
　

正

凪

田

正

裕

占

Ⅲ

義

勝

松

浦

昭
　

．

宍

戸
　
浩

砕

菅

原

文

ｆ

後

藤

誥

ｆ

鳥

鳴

戚

子

佐

藤

噸

Ｆ

ひ
と
こ
と

大内　邦子さん
簾田字市21 42歳

会
社
ぐ
る
み
で
献
血
に
協
力
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
。
今
川
初
め
て
献

血
に
き
ま
し
た
。
針
を
さ
さ
れ
る
ま

で
恐
か
っ
た
け
ど
、
何
と
も
な
い
で

す
ね
。
今
後
も
、
で
き
る
だ
け
協
力

し
ま
す
。

渡部千恵子さん

鳥城字前8　36歳

今
回
初
め
て
献
血
し
た
ん
で
す
け

ど
。
柊
わ
っ
て
み
る
と
な
ん
で
も
な

い
で
す
ね
。
で
も
、
針
を
さ
さ
れ
て
、

血
液
を
と
ら
れ
て

い
る
と
き
、
『
私

の
血
液
で
崖
か
が
助
か
る
ん
だ
』
と

思
っ
て
感
動
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
協
力
し
ま
す
。



お　　　たき　　じん　　じゃ わく　　 みず

御瀧神社の涌水

一 ふくし まの水30 選に ー

生
活
雑
排
水
の
流
入

に
よ
る
都
市
河
川
の
水
質
汚
濁
な
ど
、

水
を
め

ぐ
る
環
境
の
悪

化
に
対
し
、
地
域
住
民
の
水
環
境
へ
の

認

識
を
高
め
水
質

保
全
に
役
立
て
よ
う
Ｉ

と
の
目
的
で
、
福

鳥
県
が
初
め
て

実
施
し
た
「
ふ
く
し
ま
の
水
三
十
選
」

に
、

光

明

寺
字
滝
沢
に
あ
る
御
瀧
神
社
の
滿（

わ
く
）
水
が
、
ふ
る
さ
と

の

泉
と
し
て
選
ば
れ
ま

し
た
。

地
元

で
は
、
古
く
か
ら
「

御
瀧
の
水
」
と
呼
ば
れ
、
生
活
用

水
、
水
田
用
の

か
ん
が
い
用
水
、
養
魚
用
水
に
と
、
今
日
も
幅

広
く
住
民
生
活
に
か
か
せ

ま
せ

ん
。

涌
水
は
、
宮

城
県
境
の

山
系
に
降
っ
た
雨

水
が
、
地
下
に
浸

透
し
、
自
然
に
御
瀧
神

社
付

近
で

わ
き
出

て
い
る
も
の
と
み
ら

れ
て
い
ま
す

。

年
二
回

は
地
域
の

人
た

ち
が
涌
水
周

辺
の
一
斉
清
掃
を
実
施

し
て
い
ま
す

が
、
今
後

は
、
こ
れ
ま
で
以

上
の
清
掃
活
動
や
ご

み
箱
の

般
置
な
ど

、
管

理
対

策
の

徹
底

を
図

り
、
伊
達
郡
随
一

の

名
水
と

し
て
誇

る
こ
と

に
し
て

い
ま
す

。

畚『ふくしまの水30選』に選ばれた嘶 艚仲社の漏水

身近にある野草・薬草

2

7

ツリガネニンジン

全
国
各
地
の
山
野
に
自
生
す
る
多

年
’叺

『

覃
廴
ミ
Ｌ
～
六
十
ｍ
で
、
雀

の
節
の
部
分
か
ら
、
ギ
ザ
ギ
ザ
の
あ

る
桝
円
形
の
葉
を
輪
生
さ
せ
ま
す
。

一
っ
の
陀
は
、
釣
り
鐘
状
の
花
冠
で
、

先
か
五
裂
し
、
薄
紫
色
（
白
色
も
あ

る
）
で
ド
向
き
に
下

が
っ
て
咲
き
ま

す

。
簗
も
笵
ｔ
ｔ
も
癢
に
対
生
し
。
細

ｔ

か
多
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

哄
は
キ
キ

ー
ウ
の
根
に
似
て
深
く

伸
び
、
直
径
。二
ｍ
ほ
ど
の
ゴ
ボ
ウ
状

に
な
り
ま
す
か
、
キ
キ
ョ
ウ
よ
り
も

横
じ
わ
か
多
く
、
褐
色
が
か
り
て

い

ま
す
。

▼
薬
用
▲

屁

の
終
わ

り
こ

ろ
に

忸
を
掘

り
と

り
、
水

で
洗

っ
て

日
干
し

に

。
地
Ｌ

郎

か
枯

れ

る
秋
で

は
乾
燥

し

に
く

い

の
で
、

夏

の
探
取

か
よ

い
で
す

。
乾

燥

を

早

め
る
た

め
、
生

の
う

ち
に
薄

切

り

に
す
る

か
、
こ

ま
か
く

刻

ん
で

か

ら
干

し
ま
す

。

か
び
や
す

い
の
で
、

保
存

に
も

注
意

を

。

痰

切
り

に
　

一
日
覦

と
し
て

乾
燥

し

た
枳
（
沙

参
）

八
～

ト
ニ

グ
ラ

ム
を

二

百

に
の
水
で

半
量

に
煎
じ

、
毎

食

後
『
一
。回
、

あ

た
た

め
て

服
用

。
苦

み

や
え

ぐ
み

か
強

い
の
で

、
沙

番
の

參

最
の

甘
草

を
加

え
る
か

、
茶

さ
じ

一

杯
の

砂
帖

を
加
え

る

と
い

い
で

す

。

▼
食
用
▲

若
苗
、
葉
は
っ
め
で
ち
ぎ
り
と
り
。

眼
は
必
要
時
に
掘
り
と
り
ま
す
。

料
理
　
若
芽
、
若
苗
、
葉
は
塩
一
つ

ま
み
を
入
れ
た
熱
鴻
で
ゅ
で

、
水
に

と

’。
て
冷
ま
し
、
こ
ま
か
く
切

ご
ヽ

納
豆
と
あ
え
、
ご
は
人
の
上

に
か
け

て
食
べ
ま
す
。
ほ
か
に
お
ひ
た
し
、

各
種
あ
え
物
、
油
い
た
め
、
汁
の
尖

に
『

オ
ム
レ
ツ
の
具
や
卵
ど
ん

ぶ
り

し
お
い
し
い
で
す
『
。
花
は
酢
の
物
、

サ
ラ
ダ
に
。
根
茎
は
こ
ま
か
く
切
り

水
に
さ
ら
し
、
塩
ゆ
で
し
て
あ
え
物
。

油
い
た
め
、
き
ん
び
ら
に
。

（

山
野
覃

カ
ラ

ー
百
科

か

ら
）



ふるさとの文化財

30

山崎条里遺構

菊　池　利　雄

伊
達
Ｓ
の
西
根

一
卩

銘

冫

）

の
地
に
は
、
か
つ
て
東
北
地
方
で
も

有
数
の
規
模
を
も
っ
．
条
里
制
水
田

の
遺
構
か
存
在
し
て
い
た
．
昭
和
五

十
年
代
に
施
工
さ
れ
た
県
営
の
鴎
場

整
備
事
業
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
遺

構
地
の
大
半
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た

か
．
瀧
川
の
中
流
城
沿

い
に
営
ま
れ

た
山
崎
条
里
は
、
こ
の
事
業
の
対
象

地
外
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
条
里
制

の

地

割

景

観

が

良

く

残

さ

れ

て

い

る

。

大

化

の

改

新

（

六

四

六

）

以

降

。

中

央

集

権

的

な

支

配

制

度

か

確

立

さ

れ

て

、

公

地

公

民

制

が

し

か

れ

班

田

収

擾

の

法

か

施

行

さ

れ

た

。

六

歳

に

達

し

た

男

子

に

は

二

段

。

女

子

に

は

そ

の

三

分

の

二

の

口

分

川

か

班

給

さ

れ

、

一

段

に

つ

き

二

束

二

把

｛

Ｊ

心一
匹

Ｘ
Ｊ

皀

の

稲

を

祖

と

し

て

国

庫

に

収

納

し

こ

。
当
叶
｀
誇

収
Ｘ

ｕ

覃
均
≒

笘

。
約
む

と
き

χ

石
ｕ

ど
で
あ

ぶ

と
い
り
れ
咀
は
六
％
｀
良
川

れ
剋

国

は

班

田

農

民

に

対

す

る

負

担

の

公

平

を

図

る

必

要

か

ら

、

稲

の

収

最

を

平

均

的

に

上

昇

さ

せ

る

た

め

水

利

の

便

を

よ

く

し

ヽ

坪

コ
　
レ
　；

　
麟
　
さ
　－

と

呼

ば

れ

る

Ｉ

町

愡

じ

四

方

の

地

割

が

な

さ

れ

、

こ

の

坪

が

連

続

的

に

碁

餮

の

月

状

に

並

べ

ら

れ

た

の

か

、

条

里

制

と

呼

ば

れ

る

耕

地

整

度

で

あ

る

・

坪

の

中

は

さ

ら

に

長

地

形

一
鴪

’
一

ま

ｌ

粐

酎

形

八

呷

）
に

よ

っ
一
Ｊ

、

十

等

分

さ

れ

こ

れ

を

一
一
４

け
ｙ

と

称

し

た

。

山

崎

条

里

の

地

割

を

航

空

写

真

や

地

籍

図

な

ど

に

つ

い

て

み

れ

ば

、

一

町

方

角

の

坪

地

割

ａ

水

路

や

哈

獻

な

ど

に

よ

っ

て

、

鮮

明

な

形

で

検

出

さ

れ

る

か

、

内

部

地

割

は

一

部

に

長

地

形

が

み

ら

れ

る

ほ

か

は

。

長

地

・

半

折

の

い

ず

れ

に

も

属

さ

な

い

不

整

形

な

小

面

禎

の

水

田

か

多

回

こ

れ

は

小

面

積

の

水

田

の

ほ

う

か

灌

漑

水

を

効

率

よ

く

湛

水

さ

せ

る

こ

と

か

。

で

き

る

た

め

に

と

ら

れ

た

農

業

技

術

上

の
工
夫
で

あ
ろ

う

。

山
崎

条
叭

の
条

里
水

田
坪
数

は
約

二

十
坪

う
鴪

に
｀
７

）
ほ

ど
で

、
こ

の

条
里

の
灌
漑

源

と
な
・

た
の

は
西

郎

山
地
木

落

山

に
流

れ
を

発
し

、
こ

の
町
最

大

の
河
川

で
あ

る
瀧
川
か

ら

川
前

堰

に
よ

っ
て

堰
Ｅ

げ
ら
れ

る
水

懸

地
と

、
北

側

に
立

ち

は
だ
か

る
山

崎

山
の

山
幢

部
か

ら
湧
出

す
る

、
錫

｛
清

水

｝
の
水

を

水
源

と
し
滝

川
を

ｖ
ｂ
″『Ｌ
　
　

Ｘ
む。乢

樋

渡
｛
悶

戳

丿

謡

匹
り

に
灌
漑

さ
れ

る
。
江
下

懸
地

に
大

別

さ
れ
、
瀧

川

の

河
水

を
主

と
し

一
部
を

湧
水

に
よ

・

て
補
う

と

い
う

、
灌
漑

方
式

か
と

ら
９

い

む
汕

釘

譴

蕗

り

こ
の

条
里

に

は
坪
付
名

は
現
存

し

な

い
か

一
町

田

が
あ
る

。（
作
Ｕ

黔

¨
）

条

里
の

坪

は
一
町
歩

の

面
積
を

も
つ

た
め
お

こ

’。
た
呼
称

で
あ

ろ
う

。
ま

た
下

流

地
に

は
伝
馬

田

が
あ

り
、
伝

馬

田
｛
四
匹
四
薬
｝
は
古

代
の

駅
制

に
お

け

る
伝
馬

給
田

と
も

考
え

ら
れ

る
。

か

つ
て

八
世
紀

頃

、
古
代

の
律
令

政

府

に
よ
『

て
旧

信
夫

郡
｛
い

一`
丿一

｝
に

造
成

を

み
た

条
里
も

、
圃

場
整
備

な

ど
最

近

の
開

発
に
よ

っ
て

姿
を
消

し

て

し
ま

い
。

伊
達

郡
で

現
存

す
る

の

は
渦
野

条
累
の

一
部

と
、

こ
の
山
崎

条
里
の

み
で

あ

り
、
今

後

条
里
制

の

研

究
、

調
査

を

進
め

る
上
で

の
貴

重

な
遺
構

で
あ

り

、
適

切
な

保
存
対

策

が
望

ま
れ

る
。

参
考
文
献

『
凶
見
町
史
』
一
轡

条
里

と
む
ら
、
『
日
本
輿
裏
史
一

占
島
敏
人

佐
藤
久
兵
衛
さ
ん
に

全
国
表
彰

納
税
貯
蓄
組
合
施
行
三
十
五
周
年

に
あ
た
る
今
年
、
全
国
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
で
は
。
納
悦
貯
蓄
組
合
活

動
に
顕
苓
な
功
績
の
あ
っ
た
方
に
対

す
る
顕
彰
を
記
念
事
業
と
し
て
行
い
、

国
見
町
連
合
会
か
ら
。
前
太
田
川
郎

落
納
税
貯
蓄
組
合
長
の
佐
藤
久
兵
衛

さ
ん
（
七
十
一
二
歳
）
が
、
栄
え
あ
る

全
国
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

九
月
二
日
、
自
宅
で
八
島
助
役
か

ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
表
彰
状
を
胸
に
、『
私

か
今
回
、
価
値
あ
る
喪
彫
を
い
た
だ

け
た
の
は
、
部
落
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
暘
で
す
。
こ
の
紙
上

を
お
借
り
し
て
、
深
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。」
と
喜
び
を
表
し
て
く
れ
ま

し
た
。

▲喪彫状を手に喜びの佐藤さん

わかちあう幸せ

赤い羽根共同募金

10月１日～12月31日



町
職
員
（
自
校
卒
程
度
）を

募

集

昭
和
六
十
二
年
度
の
国
見
町
職
員

（
高
校
卒
程
度
）
採
用
候
補
者
試
験

を
次
に
よ
り
行

い
ま
す
．

一
、
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務
　

若
千
名

二
、
受
験
資
格

昭
和
四
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
翕
。（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

た
だ
し
、
国
見
町
に
住
所
の
な
い

方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

Ξ
．
賦
験
の
期
日
、
場
所

昭

和
六

十

一
年
十

一
月

九
日
（
日

）

午

前

九
時

か
ら
受

付

福
鳥
県

自

治
会
館

第
二
次

賦

験
に

つ
い
て

は
後

日
お

知
ら
せ

し

ま
す

。

四
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

Ｈ
申
込
用
紙
は
町
役
場
で
交
付
し

ま
す
。

凵
申
込
の
方
法

①
申
込
用
紙
に
必
嬰
事
項
を
記

人
し
て
町
役
場
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

②
受
験
緊
を
受
領
し
た
と
き
は

最
近
六
ヶ
月
以
内
に
撮
彫
し

た
本
人
の
写
真
（
上
半
身
、

脱
帽
、
正
面
向
き
、
縦
六

｀

×
槻
四
・
五

■

一
枚
を
は
る

こ
と
。

③
受
付
期
問

九
月
二
日
か
ち
九
月
三
十
日

ま
で
。

※
な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

役
場
総
務
課
魯
八
五
１
二
一

二

に
お
た
ず
ね
く
だ
き
い
。

特
別
弔
慰
金
の

請
求
手
続
は

お
済
み
で
す
か

次
の
戦
没
者
の
方
（
戦
没
者
の
三

親
等
内
の
方
に
限
り
ま
す
。
）
に
特

別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
三
十
万
円
、

十
年
償
還
の
国
債
か
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
こ
れ
ま
で
特
別
弔
慰
金
を
受
給
し

た
方

②
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
六

卜
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
閭
に

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
の

受
給
権
者
か
い
な
く
な
っ
た
方

請
求
手
続
が
お
済
み
で
な
い
方
は
。

役
場
住
民
踝
で
早
め
に
手
続
し
て
く

だ
さ
い
。

「

わ

た

し

か

ら

実
行
し
ま
す

交
通安

全

」

秋
の
全
国
交
通
安
全
迎
動
か
、
九

月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
十

日
間
展
開
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
運
動
の
重
点
は

一
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

ー
ヘ
ル
メ

″
卜

の
正
し
い
着
用
の
徹
唯

二
、
歩
行
者
及
び
白
‥
転
車
利
用
者
の

交
通
事
故
防
ｉ

三
。
二
輪
車
を
中
心
と
し
た
無
謀
運

転
の
追
放

※
特
に
今
年
は
、
シ
ー
ト
ペ
ル
ト

ー

ヘ
ル
メ
フ
ト
の
粁
用
の
推
進
を
最

重
点
と
し
て

い
ま
す
。

あ
な
た
の
バ
イ
ク

か
け
て
い
ま
す
か

自
賠
責

小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

油
断
は
禁
物
。
バ
イ
ク
の
起
こ
す
人

身
事
故
も
軽
視
は
で
き
ま
せ
ん
。
無

保
険
（
無
共
済
）
で
死
傷
事
故
で
も

起
こ
し
た
ら
。
そ
れ
こ
そ
大
変
で
す
。

バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保
険
（
共
済
）

へ
の
加
入
か
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て

い
ま
す

。
無

保
険
で

走
る

と
、

六

ヵ
月

以
下

の
懲

役
ま

た
は
五

万
円
以

下

の
罰
金

、
さ

ら
に
違

反
点

数
六
点

と
な

り
、
免

停

処
分
と

な
り
ま

す

。

バ
イ
ク

に
は
車

検
制
度

か
な

い
こ

と
も

あ
っ
て

、
自
賠

責

保
険
（
共

済
）

の
継

続
契
約

を
つ

い
忘

れ
が
ち
で

す

。

も
し

、
契
約

切
れ

に
な

っ
て

い
た
ら

、

も
よ

り
の
損

害
保
険

会
社

、
代
理

店

（

バ
イ

″
才
店

・
自
転

車
店
な

ど
）

、

興
協

へ
ど
う

ぞ
″
‥

※

バ
イ

ク
に
乗

る
と

き
は

。
必
ず

ヘ

ル
メ

″
卜
を
か

ぷ
り
ま

し

ょ
う
。

商
業
統
計
調
査
・
商

業
実
態
基
本
調
査

十
月
一
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に

商
業
統
計
調
査
と
商
業
実
態
基
本
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
は
通
商
産
業
省
が

行
う
指
定
統
計
調
査
で
、
商
店
の
分

布
状
況
や
販
売
活
動
な
ど
、
商
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

＠
商
業
統
計
調
査

飲
食
店
の
う
ち
、
バ
ー
や
酒
場
な

ど
を
除
い
た
食
堂
や
喫
茶
店
な
ど
に

つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

＠

商
業
実
態
基
本
調
査

卸
・
小
売
業
を
瞥
む
商
店
の
う
ち
、

通
商
産
業
大
臣
か
指
定
し
た
商
店
に

つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
の
た
め
、
九
月
下

旬
か
ら
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

「
行
政
相

談
」

を
実
施

十
日
十
二
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の

一
週
間
は
、
『
行
政
相
談
週
間
』
で

す
．こ

の
期
間
中
．
当
町
の
行
政
相
談

委
員
に
よ
る
『
行
政
相
駁
所
』
を
次

の
と
お
り
開
設
い
た
し
ま
す
．
日
常

生
活
な
ど
の
中
で
、
行
政
に
対
す
る

い
ろ
い
ろ
な
要
望
や
意
見
、
苦
愉
な

ど
．
こ
の
機
会
に
相
談
に
な

り
で
は

い
か
か
で
す
か
．

行
政
相
談
員
は
．
中
立
、
公
平
に

相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
や
実
現
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
．
ま
た
、
秘
密

は
固
く
守
り
ま
す
．

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
．

○
日

時

十
月

十
一
こ
日
（
月

）
九
時
１

卜

六
時

○
場

所
　

町
公
民

館

○
相
鮫

員

行

政
相
談
員

内

池
和

子

今
月

の

納

税

九
月
は
、
固
定
資
産
税
（
第
三
期
）

の
納
税
の
月
で
す
。

九
月
三
十
日
ま
で
納
入
し
ま
し
よ



善

意

の

窓

町
社
会
福
祉
協
議
会
に

◆
高
擒
秀
智
さ
ん
（
富
町
北
ｙ

か
ら

二
万
円
－

故
喜
八
郎
さ
ん
の

ご
遣

志
◆
晧
苅
正
一
さ
ん
（
宮
町
南
）
か
ら

五
万
円
Ｉ
故
訃
三
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
羽
根
俊
一
さ
ん
（
駅
前
）
か
ら

三
万
円
－

故
シ
ゲ
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
秋
場
昌
藏
さ
ん
（
宮
町
北
）
か
ら

三
万
円
｜

故
々
ｆ
ヵ
／
さ
ん
の
ご
遭

志藤
田
小
学
校
に

◆
高
檎
秀
智
さ
ん
（
宮
町
北
）
か
ら

一
万
円
－

故
喜
八
郎
さ
ん
の
ご
遺

志
◆

穂
苅
正
一
さ
ん
（
宮
町
南
）
か
ら

一
こ
万

円
－

故
針
｝二
さ
ん

の
ご
遺

志

小
坂
小
学
校
に

◆
栄
寿
会
第
二
婦
人
郎
か
ら

ぞ
う
き
ん
二
十
枚

森
江
野
小
掌
校
に

◆
徳
江
南
部
長
寿
会
婦
人
郎
か
ら

ぞ
う
き
ん
四
十
枚

◆
哈
江
北
郎
畏
寿
会
婦
人
部
か
ら

ぞ
う
き
ん
三
十
枚

県
北
中
学
校
に

◆
哈
江
南
部
長
舟
会
婦
人
部
か
ら

ぞ
う
き
ん
四
十
枚

◆
徳
江
北
部
長
寿
会
婦
人
部
か
ら

ぞ
う
き
ん
三
十
枚

◆
高
擒
秀
智
さ
ん
（
宮
町
北
）
か
ら

一
万
円
１
故
喜
八
郎
さ
ん
の

ご
遣

志

◆
齔
苅
正
一
さ
ん
（
宮
町
南
）
か
ら

三
万
円
－

故
古
　
川

ん
の
ご
遺
志

藤
田
幼
稚
園
に

◆
山
崎
長
寿
会
婦
人
郎
か
ら

ぞ
う
き
ん
五
十
一
枚

◆
穂
苅
正
一
さ
ん
（
宮
町
南
）
か
ら

二
万
円
‐

故
計
一
二
さ
ん
の
ご
遺
志

森
江
野
幼
稚
園
に

◆
朔
内
宗
光
さ
ん
（
第
一
）
か
ら

一
万
円

藤
田
保
育
所
に

◆
高
橋
秀
智
さ
ん
（
宮
町
北
）
か
ら

一
万
円
１

故
喜
八
郎
さ
ん
の
ご
遺

志
◆
徳
苅
正
一
さ
え
（
宮
町
南
）
か
ら

二
万
円
－

故
肝
三
さ
ん
の

ご
遺
志

桑
折
警
察
署
か
ら

‐

反
社
会
的
な
テ
ロ
や
ゲ
リ
ラ
を

根

絶
し

よ
う
Ｉ

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
．

ゲ
リ
ラ
事
件
・
銀
行
強
盗
事
件
に

は
盗
難
車
が

極
左
暴
力
集
団
の
犯
行
や
銀
行
強

盗
な
ど
の
大
事
件
に
は
、
盗
ん
だ
車

が
多
く
使
わ
れ
て

い
ま
す
．

自
動
本
盗
難
防
止
の
な
め
、
駐
車

す
る
と
き
は
、
必
ず

『
キ
ー
を
抜
き
、

ド
ア
ロ
ッ
タ
』
を
し
ま
し
ょ
う
．

ま
た
、
自
動
車
や
バ
イ
ク
が
盗
難

に
あ
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ

『
一
一
〇

番
』
で
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
・

桑
折
警
察
署
Ｓ
ハ
ニ

ー
ニ

ー
五
一

戸籍の窓口
(８月受付分〉

出生おめでとうございます

子 の 名 保 護 者　 部 落

拓 朗(たくろう)佐藤　孝文 石毋田表

卓 也(た く や)高橋 忠好 小　 坂

刪( つ よ し)佐久閖伊勢男 第　 二

慶 彦(よしひこ〉高僑 泰彦 第 十 一

漣　也(た つ や)菊地　 宰則　並　 柳

陽 子(よ う こ)玉木 利勝 小　 坂

喜 紀(よ し き)小林 喜盛 原　 町

啓　教(ひろゆき)宍戸　 明　山崎小舘

絵美子(え み こ)吉田　 孝雄　山崎小舘

1輿 子(ま き こ)佐々木 笑 富 町 北

英　生(ひ で き)秡澤 啓二 並　 柳

夕 紀(ゆ う き)熊坂 一正 内 谷 西

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 部 落

中 野 糧 道　　73　　 泉 田 下

小　川　よ志こ　　86　　 第　 一

佐 藤 済　－　　80　　 錦　 町

高 檎 喜八郎　　54　　 宮 町 北

羽　根　シ　ゲ　　87　　 駅　 前

松 浦 シ　ホ　　79　　 大 木 戸

人 口 と 世 帯
９月１日現在(前月比)８月中のうごき

人
　
　

口

男5.793 人（土Ｏ）

女6.194 人(  十 1 )

計 ﾘ  .  7 人(  十 1 )

世帯数2.  2 戸(   ー4 )

転 入　14人

転 出　19人

出　 生　12人

死 亡　６人

心配ごと相談日
鳩 所 ： 役鳩 二 階 相 談 室（ 章惆入口からお人9 下さい）

時 間 ：9  時 ~ 貶 時

こ まったことや、相談ごと がありましたら、

お気軽 にご相麟下をい。 秘密は絶対に守ります。

( 相談員)

９月25 日 (木）阿部 俊怛・安藤　トヨ

10月４日（土）佐野 市郎・佐藤八重子

10月15 日 r永1 高峻藤右工門・吉田とし子

９月　長月（ながつき）

18日（木）満 月

20日（土）動物愛護 週閥

21日（日）秋の金国 交通女全連動

23日（火）秋分の日

24日 休 ）結橡予防 週間J
・･L

10月 神無則 かんなづき】

Ｈ ］（水）泱の日

共同募金

８日（水）寒 露

jO日（食）体育の日　
’1

14日（火）,鉄道記念日



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民館

8 5 一 2 6 7 6

（有) 4 1 5 6

さ
わ
や
か
な
汗

～
親
子
安
達
太
良
登
山
～

八
月
二

十
四

日
（
日

）
公

民
館
主

催

に
よ
る

親
子

安
潼
太

良
登

山
か
行

わ
れ

ま
し

た
。

。夏

休
み

が
終
わ

’。
た
最
初

の
日
曜

で
あ

っ

た
た

め
か
。
参

加
者

十
四
名

の
親

子
で
尖

施

い
た
し

ま
し

た
。

匸
汀
は

七
時

に
公
民

館
を
出

発
、

八
時

に
塩

沢
温
泉

ス
キ

ー
鳩

に
到
着

、

直
ち

に
登

山
を
開

始
し
ま

し

た
。

八
月

初
旬

の
豪

雨
で

山
道
は

荒
れ

て
歩
き

に
く

か

っ
た
か
三

階
滝

、
屏

風
岩
を

通

り
、
く

ろ
か

ね
小
屋

に
十

時

。
。十
分

に
到
着

、
曇

一
つ
な

い
冴

空
に
疲

れ
を

忘
れ

。
一

路
山
頂

を

め

ぎ
し
ま

し

た

。

ト
ニ

畤
ち

‘’
う

ど
に

安
達
太

良
山

山
頂
乳

首
岳

（
一

七
〇
〇

ｍ

）
に
到

着
し
ま

し

た
。

山
頂

で

は
、
透

き
滷

る
よ
う

な
青

い
空
、

眺
望

は
限

り
な
く

広

が
り

。

遠
く

に
光

る
阿
武

隈
川

、
猪
葡

代
湖

、

朔
日
連

峰
、

真
近

に
磐
梯

山

、
吾
妾

連
峰

な
ど

の
素
晴

し

い
パ
ノ
ラ

マ

を

楽
し
み

な

が
ら

昼
食
を

と
り
ま

し

た
．

帰

り
は

．瓦
葉
松

平
を
通

り
奥
‐畄
温

泉

に
午

後

．．．時

に
ド
山
、

公
民

館

に

午
後

叫
時

．．．卜
分

に
到
筰

い
た
し
ま

し

た

Ａ 頂 上 で 記 念 撮 彫

▲窒 々優勝 し た国見申 球留

卓
球
・
剣
道
が
優
勝

～
伊
達
地
方
ス
ポ
ー
ツ
大
会
～

第
五
刈
伊
達
地
方
ス
ポ
ー
ツ
人
会

は
八
日
郡
内
八
会
掛
で
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

伊
達
地
方
体
育
協
会
主
催
で
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど

各
町
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
チ

ー
ム
か
川
掛
。
川
ご
ろ
鍛
『
疋
だ
技
を

ぶ
っ
け
合
い
ま
し
た
。

団
体
職
で
な
球
、
剣
道
が
優
勝
し

ま
し
た
。

な
お
当
町
の
成
績
は
次
の
と
お
り

◇
叺
球
　
団
体
優
麟
　
国
見
卓
球
部

個
人
女
子

凖
優
柘
　
斎
藤
「

ツ
」い
」

◇
剣
道
　
団
体
優
勝
　
国
見
剣
逆
部

個
トヘ

準
優
勝
　
佐
久
間
広
昭

◇
軟
式
庭
球
　
個
人
男
子
ダ
ブ
ル
ス

準
優
勝
　
佐
藤
芳
則
　
佐
藤
政
弘

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

聞
体
凖
優
勝
　
国
見
ク
ラ
ブ

個
人
ｍ
刀
７
」

準
優
麟

松
浦
　
瞬

福
島
県
社
会
教
育

巡
回
指
導
会
開
催

九
川
凹
日
．
公
民
館
で
県
杜
会
教

育
諜
に
よ
る
巡
回
指
鼻
公
が
行
わ
れ

ま
し
た
．

指
碑
会

に
は
関
係
者
か
出
席
し
、

「
生
雌
教
育
の
推
進
ゝ
を
研
修
テ
ー

マ
と
し
た

一
生
匪
教
育
と
市
町
村
の

葭
割
り
」
に
っ
い
て
、
袿
会
教
育
れ

嘔
伊
藤
行
和
先
生
の
講
義
を
受
け
、

「
国
兄
町
に
お
け
る
生
涯
教
育
の
遵

め
力
一

に
つ
い
て
研
究
協
議
が
な
さ

れ
ま
し
た
．

藤
田
Ｂ
チ
ー
ム
が
優
勝

～

第
三

回
ス

ポ
少

ソ
フ

ト
～

好

人

に
恵

ま

れ
た
八

り
・
．．
卜
｛

日

、

第

．
．川
ス

ポ
↓

ソ
少
年
団

ソ

フ
ト

ボ

ー
ル
人
会

が
．

山
崎
運

動
場
で

行

わ

れ

ま
し
た

人

会

に
は
、

芥
地
区

代
表

し
チ

ー

ム
が
参
加

、
ト

ー
ナ

メ
ン
ト
万

式
で

試
べ
口
が
行

わ

れ
ま
し

た
　

こ
の
人
会

は
、
第

五
同
伊

達
少
年

ソ
フ

ト

ボ
ー

ル
大
会
の
予
選
も
兼
ね
て
い
る
の
で
、

各
試（
口
と
も
、
熱
の
入
っ
た
好
試
合

が
続
き
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
同
地
区
の
先
輩
チ
ー

ム
を
破

。
た
藤
田
Ｂ
チ

ー
ム
か
、
波

に
の
り
優
勝
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝
　

藤
田
Ｂ
チ
ー
ム

準
優
勝
　

藤
ｍ
ｃ

チ
ー
ム

第
三
位
　

大
木
戸
チ
ー
ム

″
　
　

藤
田
Ａ
チ
ー
ム

高
齢
者
・
婦
人

運
動
会
の
ご
案
内

と
　
き
　
十
月
四
日
（
土
）

八
時
三
十
分
開
会

と
こ
ろ
　
国
見
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
者
　
六
十
贍
以
上
の
方
及
び

婦
人
の
方

☆
ど

な
た
で

も
、

お
気
軽

に
診

加

で

き
る

た
の
し

い
噸
日

を
準

備

し
て

お
り

ま
す

の
で
、

み
な

さ

ん

お
誘

い
あ

ｉ．
て
、

ぜ
ひ

。
参

加
く

だ
さ

る
よ
う

ご
案
内

い
た

し
ま

す

。

・
沈
川
天

の
場
（
い
卜

月
ト

ー
川
虍

に

延
期



Ａ「少々疲れたけど、まだまだ元気です7勹

青
年
学
級

～

オ
ー
ル
ナ
イ
ト
ハ
イ
キ
ン
グ
～

八
月
九

～
1‐
日
、

日

ご
ろ

体
験
で

き
な

い
艮

距
離
歩

行

と
参
加

者
相
互

の
協

力

。
親
睦

を
深

め
る

こ
と
を
日

的

と
し

た
オ

ー
ル
ナ
イ

ト
（

イ
タ

か
、

公

民
館
及

び
青

年
学
級

生
主

催
に
よ

り

行
わ
れ

ま
し

た
。

（

イ
ク

に
は

学
級
生

二
十

名
。
中

学
生

二
十

五
名

か
参
加

し

、
公
民
館

を
午

後

七
時

に
川

発
し

、
梁

川
町
改

善

セ
ン
タ

ー
を

通

り
、
保
原

町
神
明

宮

に
午
前
つ

時

到
着

、
休
憩

後
、
商

子
沼

、
鎌

田
石

ケ
森

神
社

、

伊
達
町

、

桑
折

町
諏
訪

呻
睦

、

旧
四
号

国
道
を

歩
き

続
け

て
公

民
館

に
午
前

六
時

に

到

着
し

ま

し
た

。
コ
１
．
ス
は

。こ
十
七
・

ハ

キ

ロ
の

長
ｒ

塲
で
し

た
が

、
参
加

者

た

ち
は

、
噺
を

く

い
し

ば
っ
て
全

員

ゴ

ー
ル

し
ま

し
た

。

乳
幼
児
学
級

九
川
卜
日
午
後
一
時
三
卜
分
か
ら

公
民
館
で
保
原
町

一
こ
と
ぱ
の
教
令

‘

の
野
木
孝
先
生
を
講
師
と
し
て
「
乳

幼
児
の
こ
と
ば
の
兇
達
と
ひ
ろ
が
り
」

に
つ
い
て
の
乍
習
を
旨
い
ま
し
た
Ｉ

「
心
は
、
衣
情
、
し
ぐ
さ
、
こ
と

ば
に
現
わ
れ
る
の
で
、
特
に
幼
児
に

は
、
十
分
に
は
し
ゃ
が
せ
て
や
る
こ

と
か
、
棉
緒
の
発
進
を
育
て
る
こ
と

に
な
り
ま
す
．」
と
い
う
大
切
な
け
１

関
係
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
．▲熱心に講話を聞く敏官生

阿
津
賀
志
学
級

盆
過
ぎ
の
暑
い
盛
り
で
し
た
か
、

八
月
二
十
二
日
｛
金
｝
に
伊
達
地
方

消
防
組
合
西
分
署
長
を
招
い
て
『
安

全
な
生
活
』
第
二
弾
と
し
て
防
火
、

防
災
（
特
に
が
又
の
災
害
）
に
っ
い

て
、
人
変
斤
意
義
な
学
習
を
行
い
ま

し
た
．

今
刈
の
学
習
は
九
月

．一
ト
ベ
日
に

成
人
学
級
、
巾
臾
婦
人
学
級
（
日
同
学

習
に
よ
り
、
時
令
問
町
に
っ
い
て
講

義
を
４
）
定
し
て
お
り
ま
す

成
人
学
級

八
爿

卜
．・
．
Ｈ

（
水

）

の
午
後

し
時

緊
か

ら
、
老

人
ｆ
腆

宇
を
会

場

と
し

て

、
成

人
学
級

の

学
習
を

実
施

し
ま

し
た
．

福
励
人

学

の
村
Ｌ

直
治

充
生

か
ら

『
奥

の
細
道

』
で
町

地
Ｋ

に
関

係
す

る
ａ

に
つ

い
て
、

肩
の
こ

ら
な

い
文

学
乍
習

と
し

て
楽
し

い
ひ

と
と
き

を

過

ご
す

こ
と

か
で
き

ま
し

た
．

岡
見

地
区

高

校
生

親

善
球

技
大

会

第
八
回

商
校

生

親
両
球
技

大
会

が

八
月

二
十
四

日

。
山
崎

運
動

場
で
ソ

フ

ト

ボ
ー
ル

。
町

民
体

宵
館
で

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

が
行

わ
れ
ま

し
た

。

こ
の
人
へ
″
は

高
校

傑
護
胃
へ
″
（
呻

津
武

志
会

長
）

主
催
で

町
内

か

ら
各

商

校
に
通

う
生

徒

が
丘
地
区

に
別

れ

て

行
う
恒

例

の
人
会

。
午
前

八
時

半

に
ソ
フ

ト
会
場

、
同

九
時

に

バ
レ

ー

会

場
で
そ

れ

ぞ
れ

開
会
式

か
行

わ
れ

、

教
膏
妊

か

お
睨

い
の
こ

と
ば
を

述

ぺ
、

神
津
会

、長
か

『
介
意

義

な
商
校

生
活

を
送
１
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
っ
、

試
（
口
が
闘
始
さ
れ
、
商
校
生
は
な
ご

や
か
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
．

歳 時 記
名

月

月
月
に
月
見
る
月
は
多
け
れ

ど
。
月
見
る
月
は
こ
の
月
の
月

と
言
う
歌
が
あ
り
ま
す
　
月
は
や

っ
は
り
中
秋
の
名
月
に
限
り
ま
す

中
秋
の
名
月
に
ス
ス
キ
や
団
子
を

供
え
て
月
見
を
す
る
風
習
は
各
地

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
モ
名
月

と
称
し
て
、
サ
ト
イ
モ
を
供
え
る

地
方
も
あ
り
ま
す

月
の
中
に
ウ
サ

キ
が
い
る
と
言
う

話
は
、
日
本
ぱ
か

り
て
な
く
中
国
、

イ
ン
ド
な
ど
に
も

あ
り
ま
す
し
、
メ

キ
シ
コ
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
な
ど
に
も
月

の
ウ
サ
ギ
の
詁
が

伝
わ
っ
て
い
る
そ

う
で
す
．

人
間
は
古
く
か

ら
月
に
ロ
マ
ン
を
感
じ
て
き
ま
し

た
．
そ
の
月
に
、
初
め
て
人
間
が

降
り
立
っ
た
の
は
、
一
九
六
九
年

の
こ
と
で
し
た
．
ア
メ
リ
カ
の
ア

ポ
ロ
囗
号
が
七
月
二
十
日
に
月
の

ｙ
静
か
の
海
一

に
着
陸
し
、
ア
ー

ム
ス
ト
ロ
ン
グ
、
オ
ル
ド
リ
ン
の

二
人
が
月
に
立
っ
た
の
で
す

二

人
の
人
間
に
と
っ
て
は
小

さ
な
一
歩
だ
が
．
人
類
に
と
っ
て

大
き
な
飛
躍
て
あ
る
’
と
言
っ
た

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
の
言
葉
は
有

名
で
す

人
類
が
大
き
な
飛
躍
を
と
げ
た

代
わ
り
に
、
月
の
ロ
マ
ン
は
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
か
と
思
い
ま
し

た
が
、
最
近
は
、
普
に
も
増
し
て

中
秋
の
名
月
の
行
事
か
盛
ん
な
よ

う
で
す
。

ア
ポ
ロ
計
画
の

変
更
で
、
月
の
ウ

サ
ギ
は
静
け
さ
が

戻
っ
た
と
喜
ん
で

い
る
か
も
し
れ
ま

せ
んと

こ
ろ
で
、
月

に
ロ
マ
ン
を
感
じ

る
と
い
え
ば
、
テ

レ
ビ
で
青
っ
た
若

い
世
代
よ
り
も
、

お
年
寄
り
の
ほ
う

か
気
持
ち
は
強
い
は
ず
『

九
月
十

五
日
は
敬
老
の
日
、
そ
し
て
十
五

日
か
ら
二
十
一
日
は
老
人
福
祉
週

間
で
す
。
現
在
、
六
十
五
歳
以
上

の
お
年
寄
り
は
、
十
人
に
一
人
の

割
合
で
す
が
、
二
○
二
〇
年
に
は

五
人
に
一
人
の
割
合
に
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
『
。
老
人
問
題
は
お

年
寄
り
だ
け
で
な
く
、
若
い
人
た

ち
の
問
題
で
も
あ
る
の
で
す
。



交

通
安

全映
画
会
を
開
催

七
月
二
十
｛

日
か
ら
八
月
ニ
ト
日

ま
で
の

１
ヵ
月
間
。
『
夏
の
交
通
事

故
防
齔
県
民
総
ぐ
る
み
巡
動
』
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
運
動
の
一
環
と
し
て
、

交
通
安
全
母
の
会
と
の
共
催
で
、
小

坂
、
森
・江
野
、
人
枝
の
各
季
節
保
育

所
で
、
幼
児
と
母
観
を
対
象
に
、
交

通
安
全
映
画
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

い
つ
む
は
や
ん
ち
ゃ
な
幼
児
た
ち

も
、
『
女
通
安
全
だ
よ
ド
ラ
エ
モ
ン
』

「
キ
ン
ニ
ク
マ
ン
の
交
通
安
全
」
の

映
画
が
始
ま
る
と
。
話
を
止
め
て
熱

心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

女
通
教
育
昨
門
貝
の
大
沼
勉
さ
人

の
講
話
も
女
え
、
和
気
あ

い
あ
い
の

内
に
終
了
す
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
・

今
後
も
、
映
両
を
活
川
し

た
交
通

教
室
を
、
乍
齢
川
に
心
し
て
開
催
す

る
予
定
で
す
。

▲蜘しに紙しばいに見入る参加者の人たち(大棧で)

国
見
町
の

河
川

の
汚

れ

は
？

町
で
は
、
八
月
卜
九
、
ニ
ト
日
の

両
日
、
福
島
保
随
所
と
協
力
し
て
．

河
川
の
水
生
生
物
の
調
査
を
行
い
ま

し
た
．

こ
の
調
査
は
、
Ｉ
ト
九
年
に

．
度

行
い
、
今
回
で
二
度
卜
と
な
り
ま
す

川
底
に
陵
息
し
て
い
る
水
咀
生
物

を
採
取
し
．
そ
れ
ら
を
桁
標
と
し
て

河
川
の
汚
れ
艮
ぺ
い
を
判
定
し
ま
す
．

初
め
は
、
山
の
き
れ
い
な
場
所
の

調
査
を
し
ま
し
た
．
カ
ワ
ゲ
ラ
粨
、

ヘ
ビ
ト
ン
ボ
類
な
ど
阯
ら
れ
ま
し
た

か
、
四
け
国
道
ド
の
滝
川
で
糾
た
し

た
ら
ヒ
ル
類
、
ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ
匐

な
ど
見
ら
れ
少
し
汚
れ
た
水
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

こ
の
結
緊
に
つ
き
ま
し
て
は
．
調

査

表

に
ま
と

め

ら
れ
、
福

島

保
健
所

に
送
ら

れ
、

県
北

地
区
河

川
水
質

汚

濁

階
級
関

を
作

成

。
水
質

保
全
行

政

の
参

考

と
な

り
ま
す

。

こ

の
両

日

調
査
し

た
地
点

は
、

九

ヶ
所

で
、

き
れ

い
な

水
と
判

定
さ

れ

た
場

所
は

。。一
ヶ

所
、

い
ず
れ

も
渓
流

で
し

た
。

国
見

町
で

む

、
住
宅

地

か
ら
の
排

水

な

ど
で
汚

濁

か
逃
ん

で

い
ま

す

。

な

お
、
こ

の
日

採
取

し
た
生

物
に

つ

い
て

は
、

障
本

と
し

て
保
存

し
て

お
く
こ

と
に

し
ま

し
た

。

▲河川の生物を調べる(滝川で)

松
平
知
事

あ

つ
か

し

莊
を

訪

問

九
月
十
瓦
日
か
ら
の
老
人
福
阯
週

間
を
前
に
、
吃
緊
勇
雄
県
知
事
か
、

公
立
藹
田
総
合
病
院
わ
き
の
特
別
費

謾
老
人
ホ
ー
ム
『
あ
っ
か
し
荘
』
を

九
月
十
口
‥
訪
問
し
ま
し
た
。

松
平
知
事
は
、
渡
部
直
人
施
設
長

か
ら
施
設
の
概
況
の
脱
明
を
受
け
た

あ
と
、
ホ
ー
ル
で
入
居
者
の
お
年
寄

り
と
会
い
ま
し
た
。
「
健
康
に
気
を

つ
け
て
、
一
日
一
日
を
楽
し
く
過
ご

し
て
く
だ
さ

い
Ｊ

と
あ
い
さ
つ
し
、

入
所
者
に
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。

こ
の
あ
と
松
蔘
知
事
は
、
施
設
内

を
巡
回
し
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り

の
部
屋
も
回
コ

ヽ
、『
元
気
を
出
し
て

頑
張

ご
ヽ
く
だ
さ
い
』
と
励
ま
し
て

い
ま
し
た

。

ま
た
、
人
所
青
の
方
か
ら
し
、「
知

事
さ
ん
も
体
に
気
を
つ
け
て
頑
張

っ

て
く
だ
さ
い
」
と
逆
に
励
ま
さ
れ
る

．ｇ

む
あ
り
ま
し
た
。

▲寝たきり老人を激ます松平知事

編

集

日

記

▽
九
月

に
入

り
、
朝

。
夕

め

っ
き
り

涼

し

く
な
り

、
道
端

で

嗚
く
虫

の
音

が
秋
の

訪
れ
を

感

じ
さ
せ

て
く

れ
ま

す

。
秋

は
。
ス

ポ

ー
ツ

に
、
読

書

に
。

そ

し
て

食
欲

に
と
、

何
を

す
る

に
も

適
し
た

季
節
で

す

。
日
ご

ろ
、
ス

ポ

ー
ツ
す

る
機
会

の
少

な

い
私
た

ち
で

す

が
、

さ
わ
や

か

な
秋
空

の
下

。
ス

ポ
ー

ツ
で
心
地

よ

い
汗

を

流
し

て
み

て

は

い
か
が
で

し

ょ
う
か

。

▽

十
五
日

は
敬

老
の

日
。
町

で

は
。

一
足
‥｝ｒ
く
十
日

に
敬

老
会

を
行

い
ま

し

た

が
、
六
十
丘

歳
以

上

の
老
人

が

し

め
る
削

合
は

年
々

増
加

し
て

い
ま

す

。

い
ま
若

い
人
た

ち

に
も
や

が
て

く
る
老

後
。

お
年
寄

り
が
今

ま
で

社

会

に
貢

献
し
て

こ
ら

れ
た

こ
と

に
対

し

て
感

謝
す
る

と
と

も

に
、
私

た
ち

も

、
大

先
輩

に
負
け

ぬ
よ

う
過

ご
し

た

い
も

の
で
す

。

▽
八

月
下

旬
、
河

川

に
生
息

す

る
生

物

調
べ

に
、
私

も

い
っ
し

ょ
に
出

か

け

ま
し

た
。
ｌ
吊

前

に
も
行

い
ま

し

た

が
、
時

期
が
ず

れ
て

た
せ

い
か
、

ま

た
、

集
中

豪
雨

の
せ

い
か
、
ヤ

ゴ

や

ケ
ラ
類

な
ど

は
少

な
く

、
そ
れ

に

対

し
、

あ
い
か

わ
・り
ず

の
空

き
か
ん

や

ゴ
ミ
の
多

さ

が
凵

に
つ

き
ま
し

た
。

一
部

の

心
な

い
人

に
よ

り
て
捨

て

ら

れ

た
空

き
か
ん
や

ゴ
ミ

ー

。
鳬
し

い
川
、
美
し
い
環
境
を
守
る
た

め
に
も

マ
ナ
ー
を
守

り
た
い
も
の
で

す

。

Ｓ

ば
・
編
曝

国
兄
町
企
画
ａ

福
鳥
県
伊
達
郡
国
兇
町
大
字
藤
田
字
一
ｒ

山
．一
２
の
１

一

九
六
九
一

一
七
　

ｓ
（
つ
二
四
瓦
匸
べ
皿
－

．
．
…

一
代
表

）
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